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◎買い物の送迎を自商店で行う民間事業者への支援…12万円
　自らの商店利用や施設利用の送迎の際にスーパー等で買い
　物もするなど、送迎を行う商店や施設等に対し、その送迎に
　かかる費用の一部を助成します。
◎高齢者のおでかけ安心支援事業…………………… 178万円
　高齢者の交通事故抑制のため、自動車の急発進抑制装置の
　取付費用や補聴器の購入費用の一部を助成します。
◎子育て、介護世帯等に対するおむつ用ごみ袋の支援… 95万円
　高齢者、障がいのある方の介護や子育ての紙おむつの処分
　に役立てていただくため、１世帯あたり年間１００袋のごみ袋
　を無料交付します。
◎各振興事務所での遠隔手話通訳による相談支援……… 13万円
　ハートピア（設置通訳者）と、各振興事務所（聴覚障がい者
　と職員）との間で、ICTを使った手話によるコミュニケーショ
　ンを行う環境を整備します。
◎学びたい意欲がある生徒への学習支援体制の強化……578万円
　教員免許を持った個別支援型スタディーサポーターを各中
　学校に配置し、学ぶ意欲がありながら何らかの理由により支
　援が必要な生徒の支援体制を強化します。
◎ひとり親家庭を対象とした賃貸住宅家賃支援の拡大… 60万円
　民間賃貸住宅に新たに入居されたひとり親家庭の家賃の一
　部を支援していましたが、既に入居されてみえる世帯にも対
　象を拡大し、生活の質の向上を図ります。
◎ケアマネージャーの確保対策……………………… 270万円
　ケアマネージャー確保のため新規増員した際に奨励金を交
　付するとともに、PC等の購入費用や資格の取得更新費用の
　一部を支援するほか、要支援者ケアプラン作成を支援します。
◎新公共交通網計画に沿った路線バス等の運行……1億6682万円
　市民意見や実情を踏まえ、新たな公共交通計画を策定する
　とともに、令和２年10月から経路やダイヤ等を見直し運行し
　ます。また、新たに回数券を導入します。

◎天候を気にせず遊べる場の整備………………………… 61万円
　ハートピアの多目的ホールを平日に加えて土・祝日も開放し、
　予約不要で天気を気にせず誰でも気軽に遊ぶことのできる
　環境を整備します。
◎赤ちゃん防災士による防災意識の啓発………………… 40万円
　地域の助産師会と連携し、防災士資格を持った助産師によ
　りお母さんと乳幼児のための防災研修等を行うほか、赤ちゃ
　ん防災パンフレットを作成し配布します。
◎高校生世代への医療費助成………………………… 520万円
　中学校卒業後の18歳到達後最初の３月31日までの高校生世
　代の方に対し、医療機関等での保険診療にかかる一部負担
　金を助成します。
◎地域コミュニティ施設整備の支援……………………300万円
　各地区が所有する公民館等のイスやテーブルの購入や、トイ
　レ洋式化やバリアフリー化、冷房設備の設置等にかかる費用
　の一部を支援します。
◎電気自動車等による災害時給電支援体制の整備… 50万円
　市民の電気自動車等の購入を支援し、避難所等が停電した
　際には、可能な範囲で市民の電気自動車等からの電力供給
　に協力いただく仕組みを構築します。

◎まめとく減塩キャンペーンの推進……………………170万円
　「始めよう！まめでとくする減塩生活」を合い言葉に、減塩　
　フォーラムや減塩食品試食会の開催、市民モニターの募集や
　減塩コーナーを設置する店舗を支援します。
◎保健と介護の一体的な口腔ケアの推進……………… 70万円
　高齢者の口腔ケアを強化するため、高齢者の通いの場での
　歯科衛生士による口腔ケア相談や、介護ケアプランへの口
　腔ケア導入を促進する助成制度を創設します。

◎飛騨市市民大学のプレ開校…………………………250万円
　著名人や大学教授などの一流講師陣による講座を開講する
　とともに、これまでの公民館講座を「学部」として体系立て、
　全世代が楽しく学ぶことができる仕組み「飛騨市市民大学」
　を構築します。
◎「飛騨河合音楽の郷」構想の推進……………………420万円
　飛騨河合音楽コンクールの強化と受賞記念巡回リサイタル
　の開催、真夏の夜のコンサート20周年記念コンサートを開催
　し、河合町での音楽家による活動を促進します。
◎飛騨市文化交流センター15周年記念イベントの開催…300万円
　開館15周年を記念し、スピリットガーデンホールの名の由来
　となった作曲家故武満徹氏にちなんだ東京フィルハーモニー
　交響楽団による公演やトークショー等を開催します。
◎市民のまちづくり活動拠点の整備…………………377万円
　「ひだプラす」の事務局が常駐し、市民のまちづくり活動の
　相談やSNS等を活用したPR、資料のコピーやワーキングス
　ペースの活用等の支援を行う拠点を整備します。

◎飛騨市学園構想の推進………………………………570万円
　課題解決型人材の育成を目指す飛騨市学園構想のカリキュ
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完成した施設の外観

　障がいを持つ子どもたちに福祉サービスを提供する複合
児童福祉施設が27日、神岡町殿に完成しました。
　この施設は、「なかよしキッズ」と「ことばの教室」の複合
施設で、なかよしキッズは、これまでの「日中一時支援」から
「放課後等デイサービス」に移行し、子どもたちの自立に向
けた支援を重視。ことばの教室は、子どもたちがのびのびと
過ごせるよう、活動スペースがより広くなりました。
　竣工式では、都竹市長、飛騨市社会福祉協議会の竹本会
長や関係者約20人が出席し、関係者によるテープカットが行
われました。

　人材育成プロジェクトとして行っている「里山ナース院内認
定制度」の活動報告とその認定式が５日、飛騨市民病院で
開かれ看護師ら28人が認定を受けました。
　この制度は、看護師自らが教育カリキュラムを考えて実践
し認定する制度です。
　この日は、はじめに看護部長らが今年度の認定制度の概
要や定義、カリキュラムなどについて報告しました。
　認定制度では、取得方法別に定義された到達目標とレベ
ルに応じた認定証が用意され、今回は「SUPER（1ｓt）」の
認定証と「里山のはち」をイメージしたバッジが都竹市長から
一人ひとりに手渡されました。

　養護老人ホーム和光園の老朽化に伴い、平成28年度から
建設が進められてきた新施設が完成し、11日に関係者らによ
る完成披露式が行われました。
　新施設の総事業費は10億6百万円で敷地面積は1,447平
方メートル、鉄筋コンクリート造りの４階建て、部屋はすべて
個室で、定員は50人です。
　完成披露式では、施設設置者の都竹市長、指定管理者の
社会福祉法人吉城福祉会の橋本正人理事長や関係者ら約
25人が出席し、設置者あいさつや和光園の概要説明が行わ
れた後、関係者らによるテープカットが行われました。

看

　約10年前から途絶えていた「古川提灯」の復活に取り組ん
でいた野中早織さんが２年間の見習い職人を終え、都竹市長
に意気込みを報告しました。
　「古川提灯」は、古川祭などで多く使用されているナツメ
型の提灯で、材料の入手困難等により約10年前から途絶え
ていましたが、野中さんが、２年前から白井提灯で提灯を製
作していた数川寛子さんを師匠に、提灯職人として提灯づく
りの製法などを学んできました。
　この日は野中さん、数川さんが市役所を訪れ、数川さんか
ら継承した提灯づくりについての思いやこれからの意気込み
などについて話しました。

古川提灯後継者の野中早織さんが市長報告古川提灯が復活「伝統を途絶えさせない」
３月９日（月）　市長室

提灯を手にする野中さん（中央）と数川さん（左）

複合児童福祉施設竣工式障がいを持つ子どもたちに福祉サービスを提供
３月27日（金）　神岡町殿地内

養護老人ホーム和光園完成披露式新施設完成で弱い立場の方々を支援
３月11日（水）　古川町下気多　和光園

完成した施設の外観

護師のやりがいと今後の活動に繋げる
里山ナース院内認定制度活動報告・認定式

３月５日（木）　飛騨市民病院

認定を受けた看護師の皆さん


